
地域密着型金融の取組事例 

タイトル 御柱定期積金「おねがいだ～」 ＪＡ名 ＪＡ信州諏訪 

１ 動機 

（経緯） 

日本三大奇祭のひとつとされる諏訪の御柱祭は、６年に一度行われ諏訪地方の

６市町村２１万人の氏子がこぞって参加する天下の大祭です。 

御柱祭が地域経済に与える影響は大きく、今回の御柱祭に伴う諏訪地域への経

済波及効果は２１５億円と推計されました。 

 御柱祭の期間中、各世帯がお客様に対して、もてなすために支出する平均額は

約２５万円、５０万円以上の高額支出世帯もかなりあります。 

 これらの費用について、特別に事前準備をしている世帯が少ないことから、御

柱祭に備えて積み立てをし、御柱祭年の支出負担軽減を目的とします。 

２ 概要 ○名称：御柱定期積金「おねがいだ～」 

○対象：個人 

○募集期間：平成２２年３月１日～平成２３年２月２８日 

○契約期間：３年 

○金額：毎月５,０００円以上 

○特典（金利上乗せ）：店頭金利の２倍 

３ 成果 

（効果） 

１年間取扱を行い（下記パンフレットの募集期間を延長）、組合員をはじめ多く

のお客様から好評をいただきました。 

契約件数：２,５５７件 

契約金額：１７億２千８百万円 

４ 今後の

予定（課題） 

 平成２８年の御柱祭に合わせ、契約期間が終了する３年後、再度御柱定期積金

「おねがいだ～」を募集する予定です。 

お客様のニーズや御柱祭のサイクル（６年毎）に合致した商品開発を進めます。
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地域密着型金融の取組事例 

タイトル 農業の担い手を支援する目的の資金創設  ＪＡ名 ＪＡみなみ信州 

１ 動機 

（経緯） 

農業の担い手の高齢化が進む中で、地域の農業を担う農業者を支援する事をもっ

て地域の農業の発展に資することを目的として、この資金を創設しました。 

 

２ 概要 【資金名】  農業経営資金「みなみちゃん」 

【貸付限度額】500 万円以内 

【資金使途】 ・農業生産に直結する設備資金（ビニールハウス、トラクター等）

・農産物の加工、流通、販売に関する施設、設備資金（柿皮むき

機、予冷庫等） 

・農地の取得、土地改良資金（土地改良、水路・暗渠排水工事等）

・家畜導入資金 

【貸出期間】10 年以内（据置期間 1 年以内） 

【金 利】 固定金利 1.5％（5年超 10 年以内） 

      固定金利 1.2％（5年以内） 

【担保、保証】連帯保証人を 1 名以上徴求、原則無担保 

※金利は平成 23 年 3 月 1日現在のものです（市場の情勢により毎年見直します）

３ 成果 

（効果） 

平成 19 年 4 月より取扱いを実施し、平成 19 年度は 8 件 26,470 千円、平成 20

年度は 29 件 55,690 千円、平成 21 年度は 24 件 40,163 千円、平成 22 年度は

48 件 77,442 千円、平成 23 年度現時点で 13 件 24,520 千円 の貸出実績があ

ります。 

４ 今後の

予定（課題） 

今後もこの「農業経営資金みなみちゃん」を積極的にアピールし、農業者の小口

資金ニーズに対応していく予定です。 

 



  

 

 

 

地域密着型金融の取組事例 

タイトル 住宅ローン利用者様の葡萄狩り ＪＡ名  ＪＡ塩尻市 

１ 動機 

（経緯） 

 地元の特産品を生かした、他金融機関には真似のできない「ＪＡらしさ」をＰＲ

する企画として、人が生きていくうえで最も大切な「食」について、その礎であ

る「農業」の大切さとすばらしさを、葡萄狩りを通じて利用者様をはじめ、ご家

族に大自然広がる塩尻市で体験していただき、心に残るイベントを行いたいと企

画しました。 

２ 概要  平成２２年から開始した企画であり、次世代の方々にＪＡを知っていただく一

環として、主に３０代、４０代のお子様のいる住宅ローン利用者様の世帯を中心

に参加をしていただき、葡萄狩りの他、当ＪＡワイン工場の見学、職員による地

元産ワインの製造工程などの説明を行い、お子様を対象にじゃんけん大会を行い

ました。 

昼食は葡萄園の中で地産地消の理解を深めていただく中、地元野菜をふんだん

に使用し煮込んだカレーを、楽しく食べました。 

３ 成果 

（効果） 

 利用者様へ葡萄狩りの案内を郵送したところ、予想以上の申込みをいただき、

定員としていた５０名（２０世帯）を上回る８７名（２６世帯）の参加となりま

した。 

 利用者様、お子様にもっとＪＡを知っていただく事、「農業」と「食」のすばら

しさを体験していただく事が出来き、ＪＡの良さをアピールする事が出来ました。

 利用者様との触れ合い、アンケート等により、利用者様がＪＡに何を期待して

いるのか、どんなイベントを行ってほしいのかを知る事が出来ました。 

４ 今後の

予定（課題） 

 総合事業を行うＪＡとしての特徴を活かしたイベント等を企画する中で、１つ

でも多くのＪＡ事業を利用していただける様になる事、そして若年層の方々にＪ

Ａをもっと知っていただく事が課題であります。 

 

 

 

 

 



 

地域密着型金融の取組事例 

 

タイトル 農業資金「五穀豊穣」の創設  ＪＡ名 グリーン長野 

１ 動機 

（経緯） 

都市化が進むグリーン長野管内では、次世代の農業と農地を守るために五穀豊穣

資金を設立しました。 

地域農業と自然を守り荒廃農地削減を目的とし、認定農業者であることを条件と

しないことが特徴です。 

２ 概要 小規模農家または、兼業農家でも農業経営を目的とした農業運転資金、または農

業設備資金の貸出です。 

認定農業者となる必要がなく、低金利で簡略にご利用いただけることを目的とし

た資金です。 

３ 成果 

（効果） 

平成２２年３月より取扱を開始し、現在まで３件６３１万円の実行があります。

専業農家への貸出を行い、資金使途については農器具取得資金、農業用倉庫建

築資金でした。 

４ 今後の

予定（課題） 

 商品の推進方策、宣伝方法等について検討中です。 

 

五穀豊穣 

平成２２年３月１日設定 

項目 商品骨子 

融資対象者 ○JA 組合員であること (正・准) ○農業従事者であること (兼業農家も可) ○個人であること

資金使途 
○農業のための運転資金 ○農業機械購入資金 ○農業施設資金 ○農地取得資金 ○その他農業

関連に必要な資金 

ご融資金額 最高 10,000,000 円 （１０万単位） 

ご融資期間 運転資金 １年以内 設備資金 最長 15 年 

ご融資利率 運転資金 短期プライムレート＋0.3％ 設備資金 長期プライムレート＋0.3％(変動 №10) 

ご返済方法 
運転資金 期日一括(手形貸付)・元金均等・元利均等 

設備資金 元金均等・元利均等(増額返済年２回まで) 

担保・保証 
保証協会の保証を受けていただきます。また必要により担保および保証人の徴求をさせていただき

ます。 

保証料 年 0.6％～1.0％ 

農業就農相談 新規農家就農への相談業務も承ります 

 

ＪＡグリーン長野 



地域密着型金融の取組事例 

タイトル 平成 22 年度秋冬キャンペーン  ＪＡ名 長野県ＪＡバンク 

１ 動機 

（経緯） 

「地産地消」や「地域に根ざしたＪＡバンク」をテーマに、「ＪＡらしさ」

を追求した取り組みとして、平成 22 年度県下統一秋冬キャンペーンにお

いて、平成 21 年度に続いて長野県内の農畜産物等を景品とした懸賞品付

定期貯金「Slow 風土」（スローフード）を発売しました。 

２ 概要 キャンペーン名：長野県ＪＡバンク 秋冬キャンペーン 2010 

商品名：懸賞品付定期貯金「Slow 風土」 

キャンペーン期間：平成 22 年 10 月 1 日～12 月 30 日 

商品概要： 

・預入期間１年以上のスーパー定期貯金、大口定期貯金 

・20 万円を一口として抽選券を付与し、抽選を行います。第 1 回当選賞

品は、米、肉、果物をはじめ県内農畜産物より選択します。また、第 1

回抽選で当選しなかった方を対象に、第 2 回抽選を行います。 

・期間中ご契約いただいた方に、がま口サイフ「ちょちくちょきんぎょ」

または長野市出身人形作家高橋まゆみさんの「絵はがきセット」をプレ

ゼントします。 

３ 成果 

（効果） 

県下 282 億円のお申し込み実績があり、大変ご好評をいただきました。 

４ 今後の

予定（課題） 

アンケート調査でいただいたご意見等を反映し、さらに身近にＪＡバン

ク、ＪＡらしさを感じていただける商品とするため、当選賞品に花卉を追

加します。また、東日本大震災による被災地経済の復興支援を商品性に加

え、東北産食材や東北バスツアー参加者へのお土産プレゼントを当選賞品

として設定します。 

 

 

 


